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会   長  羽太英樹 

直前会長  島田 恒 

副 会 長   福原吉孝・堤 清   

書   記  柏原佳子・堀江哲次 

会   計  桑野友子 

監   事  田舍庸男 

連絡主事  藤田良祐 

六 甲 部  五十嵐かほる（メネット主査） 

 

ＥＭＣを考えませんか  

副会長 福原 吉孝 

ＥＭＣとはどういうことかご存知でしょうか？ 

Extension membership＆conservation ：

＜新クラブ設立、会員増強、意識高揚＞

とあります。即ち、会員増強が重要な点とな

る。芦屋クラブでは昨年度、島田直前会長

のリーダシップの元、関西学院同窓会との共催で関西学院

のグルーベル院長を招き芦屋クラブ全員の参画により、記

念行事として講演会を実施した。その成果は芦屋市の住

民に大いなる PR の機会となり、大いに芦屋クラブのパフォー

マンスを地域社会の中に発揮したと思う。その後、ＥＭＣに

繋がる大きな成果があり、例会に６名の参加があり、その中

から３名のメンバーが新しく加わり、大成功であった。芦屋ク

ラブも新メンバーにより活況を呈し大変嬉しい成果であっ

た。 

各位も大いに最近の会の賑やかで楽しい雰囲気を大いに

感じておられることと思う。さて、今後も私たちの活動に賛同

頂ける方を発掘するかという点であるが、まず、定年退職を

迎えた団塊の世代といわれる元気な人達が大勢いる。仕

事を離れてから、＜どうしたら地域社会に溶け込めるか＞＜

社会貢献できる何かいいことがないか＞と大いに模索してい

る事と思う。また、男性だけでなく、社会の第一線で活躍し

た女性、子育てに一段落し、余裕ができた女性も次なる活

躍の場を探している事と思う。特に女性は男性より社交的

で人の輪を繋ぎ広げるのが得意であり、女性が参画してい

る会は華やかで賑やかになると思う。ちょっと周り見回しても

頂くとそのような方がおられないでしょうか？ 定年した熟年

1１月例会出席表 

ＢＦ切手     
累計       

第１例会出席者 

メンバー  14 名 
ビジター   3 名 
ゲスト   0 名 
メネット  3 名 
合 計  20 名 

例会出席率 
出席者   14 名 
メイクアップ  1 名 
合  計   15 名 
在籍者   19 名 
（内広義会員１名） 
出席率  83.3％ 

ニコニコ  23,830 円 
累計  90,598 円 

主   題 

国際協会会長 Poul Ｖ Thomsen 

全ての世界に出て行こう  Go Ye into All The World: 

アジア地域会長 岡野泰和 
 未来を始めよう、今すぐに Ｓｔart Futur Now 
西日本区理事 高瀬稔彦 
志をもって例会に参加し、学びの機会を持ちましょう。 
Attend Club Meetings With a clear motive the most of 
them. 
六甲部部長 山田滋己 
さらなる交流 さらなる国際 さらに活発な六甲部へ  
More further interactive & international and we move the 
Rokko Distorict move active  
芦屋クラブ会長 羽太英樹 
いざ立て、20 年をめざして    

１2 月クリスマス祝会プログラム 
と き： 2013 年 12 月 23 日(水) 1８：00～21：00 
ところ： ホテル竹園芦屋   
司会： 福原ワイズ、柏原ワイズ  
 
第１部 礼拝  権甲植牧師 
第 2 部 ミュージックアワー   ジョッシュ大塚とチーズスライス 
    カントリーダンス 
第 3 部 会食歓談 

第 4 部 パラダイスアワー オークション カントリーダンス 

第 5 部 フィナーレ ＹＭＣＡの歌、きよしこの夜 

“To acknow ledge  t he  du ty  t ha t  accompan i es  eve ry  r i gh t ”  
A f f i l i a t ed  w i t h  the  I n t e r na t i o na l  Assoc i a t i o n  o f  Y ’s  Men ’s  C ｌｕｂｓ

ＴＨＥ Ｙ’Ｓ ＭＥＮ’Ｓ ＣＬＵＢ ＯＦ ＡＳＨＩＹＡ 

Ｃｈａｒｔｅｒｅｄ Ａｐｒｉｌ 11．1998

 
Address ： Hideki Hafuto 〒659-0023  11-13 hama-cho Ashiya Hyougo.JAPAN 
Mail ： hafuto@kobe.zaq.jp Tel  0797-31-8829  
URL ： http://www.kobeymca.org/kobe_ymca/ys/ashiya.html  

今月の聖句 
ユダの地、ベツレヘムよ、お前はユダの指導者たちの中で 

決していちばん小さいものではない。お前から指導者が現

れ、わたしの民イスラエルの牧者となるからである。 

                  マタイ福音書２章６節 
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層、女性はまだまだ若く、元気にあらゆる分野で活躍されて

いる方が多い。是非このような方を発掘して頂ければ、益々

楽しいクラブライフの充実につながると思う。 

さらに、例会をより工夫して初めての方も面白く楽しく役立

つ会にしていきたいとも思う。さらに六甲部のＥＭＣ委員とし

て西宮クラブから小野ワイズが責任者で頑張っている。大い

に会員増強での新しい企画、行事を工夫して頂き、参加し

やすい講演会、演奏会等々を企画して頂ければと思う今

日この頃である。 

 

1１月例会報告 

日 時：11 月 20 日(水)19 時～21 時 

場 所：ホテル竹園芦屋 

司 会：都筑省三 

出席者：五十嵐政二・かおる、上野恭男、柏原佳子 

桑野友子、権甲植、篠坂幸彦、島田恒、都筑省三、

畑中由圭、羽太英樹・光子、福原吉孝、藤川晃成、

堀江哲次、藤田良祐連絡主事 

ビジター：山崎往夫(神戸ポート)、坂田昌鴻(宝塚)、 

岡野泰和アジア地域会長(大阪土佐堀) 

今回はゲストとして前月に引き続きアジア地域会長の岡野

泰和ワイズを、ゲストスピーカーとして山崎往夫ワイズ、坂田

昌鴻ワイズをお迎えして開催されました。 

岡野会長は特に発言を求められ、連日テレビ新聞等で報

道されている 11 月８日のフイリピンの台風被害の状況やＹ

ＭＣＡの取組みの報告、そして緊急支援募金の協力要請

がありました。 

ゲストスピーカ

ーのお話は「南

の国で」というテ

ーマで、山崎ワ

イズからマレー

シアのクアラル

ンプール日本

人キリスト集会

の牧師としての

経験を通して現地の状況を映像を交えながらお話しがあり

ました。 

坂田ワイズ

か らは長い

海外駐在員

としての豊富

な経験をお

話しされまし

た。お一人

20 分という

短い時間で

ゆっくりお話を聞く時間が取れなくせっかくお出で頂いたのに、

少し残念に思いました。 

リーダ―研修報告は堀洋平君の体調不良のため欠席とな

り、中止となり次の機会に改めてして頂くことになりました。 

事業委員報告は羽太会長よりクリスマス例会実行委員会

の報告が議事録に沿って、案内のチラシ、来賓、音楽、プロ

グラム、会場等々詳細にありました。さらに改めて課題につ

いては第２例会で相談することになりました。 

次いで第２例会議事録の承認、ＹＭＣＡニュース、ニコニコ

献金報告そして最後に 12 月誕生の五十嵐かおる、畠中

由圭、福原美鈴メネットのお誕生日をみんなでお祝いして、

閉会点鐘で無事終了となりました。      都筑省三 

 

大阪クラブ 85 周年記念例会 

大阪クラブ清水汎ワイズから電話があり、85周年記念例会

に出席を依頼されたのが 1 週間前、１人ではと柏原書記に

声をかけ、２人で伺うことにしました。 

11 月２日 14 時から土佐

堀会館で開催された記

念会は、150人の出席者

を集め、第１部は物故者

への黙祷、来賓挨拶。第

２部はパネルディスカッショ

ンで、過去を清水汎ワイ

ズ、現在を脇本博ワイズ、

未来を末岡祥弘ワイズが大阪クラブを熱く語りました。 

ワイズメンズクラブの原点でも

ある大阪クラブの記念例会

とあって、高瀬理事を始め

錚々たる顔ぶれで、第３部

の茶話会では旧交を温め

合いました。また、記念誌の

３ページには 23 クラブをスポ

ンサーした最後に芦屋クラブがありました。この記念誌はワイ

ズの歴史がぎっしりと詰まっているような貴重な文献が収載

されており、会員各位に大いに読んでいただきたいと思いま

すので、上野までお声をかけていただければと思います。 

上野恭男 

みどり作業所の車に芦屋クラブ！ 

芦屋クラブが日ごろ支援している「みどり福祉作業所」の新

しい車に、芦屋ワイズメンズクラブの名前を書き入れてくださ

いました。大沢ワイズの暖かい気持ちを嬉しく感じます。 
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チャリティラン 2013 

文化の日 11 月３日、今年は日曜に重なったため、恒例

のチャリティランは翌４日月曜日に実施された。一日ずれ

たため「晴れの特異日」にちょっと異変があった。朝から秋

晴れで快適な日和となったのだが、終盤に俄かに激しい

雨風に見舞われた。ランナーたちはびしょぬれで気の毒！

しかし閉会の頃には青空が戻ってほっとする。 

みどり作業

所は３チー

ムがグループ

ランに挑戦

し、篠坂メ

ンと堤メンが

伴走して下

さったり、送

迎のお手伝

いなどみどり

作業所への協力が出来た。一方例年好評のチヂミの屋

台は長年のノウハウ（？）で 260 食完売し、収益からＹＭ

ＣＡに２万円の献金ができた。材料の準備、プロパンガス

の手配、鉄板の借用ときれいに洗って返却する作業、Ｙ

ＭＣＡのユースたちのチヂミ焼き作業等々、ワイズの連携

プレーで今回も楽しいチヂミ作戦は成功！ 

また、チャリティーの趣旨にそってクラブと個人からの協賛

金や堤メンからのネックレース、ホテル竹園さんからのホテ

ル利用券の協賛品でのＹＭＣＡへの協力も出来た。感

謝！ 参加してくださったみなさん・・・五十嵐さん夫妻、

上野さん、柏原さん、桑野さん、篠坂さん、都筑さん、堤

さん、藤田さん、ユースのみなさんお疲れ様でした。 

羽太 英樹 

 

「チャリティランに参加して」 

またまた初体験。奉仕の精神とスポーツマンシップは学生

時代から現在に至るまで持ち合わせているつもりなので、

今回も喜んで参加させて頂くことに。当日早朝から「神戸

しあわせの村」は多くの参加者が溢れんばかりの盛大さ。

さすがに YMCA だなぁ…と。我が芦屋クラブボランティア隊

も整然とした業務分担の下、名物「チヂミコーナー」の設

営に入り、定刻 OPEN には早くも行列の有様。隣の西

宮クラブ「カレーライスコーナー」の香りに対し、こちらは香

ばしいゴマ油の鉄板焼きと好対称だが、いずれも完売の

盛況さであった。 

長時間、中腰の姿勢でチヂミ材料の仕込みを練っておら

れた上野・都築両ワイズのファイトに感服。料理はYMCA

の学生達が徐々に手付き良く鉄板と向き合い元気なか

け声も…。  

いよいよ 11 時 40 分に私と堤ワイズの出番が来た。「2km

グループラン」の伴走の大役。「みどり作業所の方々」と

共に５人１組のチームで参加。スタート前は少し緊張した

が、なんとか無事（75 才の私にとっても…）にゴール手前

100m で全員で肩を組んで笑顔でテープを切り、皆で完

走を喜び合った。ほんの僅かなひと時であったが「作業所

の方々」と家族の様な清々しい気持ちで接する事が出

来、爽やかな秋の 1 日を終えた。 

今回の催事で、

またまた「芦屋ク

ラブ」の素晴らし

いチームワークを

見せて頂いた。

互いにその労を

認め合い次の一

歩に…。お疲れ

様でした！！ 

篠坂幸彦 

 

みどりの光チームがグループランで 3 着に 

11 月４日、今年もみどり作業所のみんなと、チャリティランに

参加しました。午後から雨が降り出しましたがレース中は大

丈夫で、とても気持ちよく走ることができ、三菱賞もいただき

ました。参加したみんなの声をご紹介します。 

 

* 何回も参加したけど、今回初めてメダルもらったのが嬉し

かったです。Ｔさん 

* みどりの光チームで表彰台に上がったよ。やったね。Ｉさん 

* みんなと一緒だったから楽しかった。Ｋさん 

* もらったメダルを持ち歩いてみんなに見せてるねん。Ｍさん 

* 練習の時はしんどかったから心配してたけど、本番は頑張

れたからゴールして涙がでた。Ｏさん 

* 初めて参加しました。景色がきれいで頑張って走れました。

Ｔさん 

* チヂミ美味しかったです。色んな物食べてお腹がいっぱい

になりました。Ｓさん 

みんなの笑顔をたくさん見ることができました。送迎やグルー

プに加わって伴走していただいたり、美味しいチヂミを作って

いただいたり、ワイズメンズクラブの皆さん。お世話になりまし

た。ありがとうございました。 

大沢 昌子メネット 
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第２例会議事録（抄） 

と き：11 月 27 日（水）18 時 30 分～20 時 40 分 

ところ：芦屋市民会館本館 207 号室   （敬称略） 

参加者：羽太会長、上野、柏原、桑野、島田、篠坂 

都筑、堀江（各ワイズ）、藤田連絡主事 

１）今後の第１例会予定 

１月 15 日（水） スピーカー今井鎮雄ＹＭＣＡ名誉顧問 

２月 19 日（水） 事務例会 

３月 19 日（水） スピーカーとして 渡辺倫子ワイズを打

診する。 「中国・西安の旅」 

２）12 月第２例会（ブリテン編集会議含む）・・・・・・・・・・・

12 月 18 日（水） 17:30～ホテル竹園 １Ｆラルー個室

（食事可能） クリスマスオークションほかクリスマス祝会の

最終打ち合わせを行う。またＹＹフォーラム、留学生交流

会出席者の確認を行う。 

３）桑野会計より 10 月会計報告がなされ、承認された。 

４）六甲部各クラブクリスマス例会への参加者は下記のとお

り。神戸クラブ（12/7）：五十嵐ワイズ、桑野ワイズ、畠

中メネット 宝塚クラブ（12/11）：柏原ワイズ、島田ワイ

ズ 神戸ポート（12/12）：羽太会長、上野ワイズ、柏原

ワイズ 宝塚市民クリスマス（12/13）：堀江ワイズ 西宮

クラブ（12/21） 上野、柏原、桑野、福原各ワイズ、畠

中メネット。 各クラブクリスマス例会参加者へのクラブ補

助金は 各クラブ例会費の１／３程度とする。 

５）みどり作業所」支援（家庭教師）について  

上野ワイズより内容聴取結果報告あり。12 月、１月の

各水曜日の午後 13 時～15 時にみどり作業所で小学

生１～２年程度の国語と算数（各 40 分）を教える。（合

計８回、対象：阿部さん（女性 34 才） 

受験の為の学習）。 ドリルを上野メンが準備、篠坂ワイ

ズが 12 月４日（水）にみどり作業所に教えに行き 状況

をみることとなった。 クラブよりテキスト、交通費は負担。 

６）フィリピン台風街頭募金： 12 月７日（土） ＪＲ芦屋駅 

14：00～16：00 に行う。 

市役所 道路課への申請は 都筑ワイズ。 のぼり、募

金箱、写真など準備要。 

７）留学生交流会： ２月５日（水）神戸ＹＭＣＡ および担

当の先生に事前に案内連絡する。 

 

ＹＭＣＡニュース 
 

１．第 16 回チャリティラン、開催 

11 月４日（祝・月）に第 16 回神戸 YMCA チャリティラン

がしあわせの村で開催され、無事に終了しました。今年

度の参加チームは 233 チーム、ランナーは 964名、ボラン

ティアは 298名、観客数は 1500名の総勢2762名が集

った大会となりました。現在のところ、収入総額は、

2,415,292 円（11 月４日現在）となっていますが、金額に

かかわらず、大きな成果があったことをご報告いたします。 

２．脇浜新会館名称決定、起工式開催 

中央区脇浜２丁目に建設

する新しい会館を今までは

「（仮称）灘ブランチ」という表

現で呼んでいましたが、最終

的に正式名称として「神戸

YMCA ファミリーウエルネスセ

ンター」とすることに決定しま

した。また、11 月 15 日（金）

には、現地で起工・安全祈願式が開催されました。来

年７月末の竣工を予定しています。 

３．フィリピン台風 30 号被災について 

11 月８日（金）にフィリピン中部を襲った台風 30 号の被

害は想像を絶するもので、950 万人が被災し、地域の７

～８割が壊滅状況にあるという報道に接しています。現

在、アジア太平洋 YMCA 同盟（APAY)やフィリピン Y 同

盟から緊急募金の呼びかけがなされていると共に、現地

の最新情報に基づいて、緊急支援がなされようとしてい

ます。神戸 YMCA も募金活動を開始しています。 

４．ユースプラザ、スイーツコンテスト、開催 

11 月 10 日（日）ユースプラザ KOBE EAST において、第

２回目のユースによる神戸スイーツコンテストが昨年より

大変多い応募者を得て開催されました。書類選考され

た当日参加者も高いレベルのスィーツを披露してくださり、

もの作りを通して参加者同士が交流を深め、もの作りに

込められた思いに気づく催しとなりました。 

 ５．今後の予定    

1)  新年職員礼拝 

神戸 YMCA 職員は礼拝をもって一年をスタートします。

ご一緒くだされば幸いです。 

日 時：１月６日（月）午前 9：00̃10：00 

場 所：神戸 YMCA チャペル 

奨 励：水野雄二総主事 

６．新春 YY フォーラム 

日 時：１月 11 日（土）午後 

場 所：神戸 YMCA チャペル 

 

編集後記 

「これから」・・ 

「みどり作業所」から２月の高校受験に間に合うよう家庭教

師の依頼があったのは 11 月の第１例会の少し前でした。 

第２例会で漠然としたお願いが報告されました。誰が教える

の・・・？ 沈黙を破り一人の手が揚がりました。 

４日は初日、勉強会は国語、算数各４０分と指定された

時間に行われました。チャリティランで伴走し、初見ではない

こともあり優しい空気が流れます。唯一の手掛かりは彼女の

１冊の日記。了解を得てそれを読み、用意周到に臨まれた

素晴らしいホスピタリティ。人事、教育、管理職研修、心理

学など、人生の経験をこんなところで発揮できれば、与える

ほうも与えられるほうも幸せです。これは始まったばかりです。

一人に委ねるのではなく、クラブのメンバーが勇気をだして「こ

れから」を繋いでいっていほしいと願います。 

柏原佳子 


